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【目的】サラダ素材としての冷凍魚肉の可能性について、ブランチング有無の影響を検討した。
 方法】実験試料はサラダ素材として用いられる数種類の魚肉を使用した。ブランチングの有無にわけた冷凍試料のテクスチャー，保水性および呈味成分の変化を分析した。またそれぞれの試料について官能評価を行った。
【結果】テクスチャーや保水性はブランチング有試料のほうが良好な結果をしました。一方で，イノシン酸や遊離アミノ酸はブランチングなし試料で増加した。官能試験においては，ブランチングなし試料で臭いの悪化が指摘された。一方でこれら結果は，魚種に依存する傾向が示唆された。
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